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 昭和41年度.の.り養殖概況

養殖部

 /、養殖施設(第1表)

 資料は漁協からの報告資料に基づき、去る12月2日の海苔共版脇議会席上

 て一部訂正された.ものと、2地区については推定数である。

 本年度は14楓協管内で養殖され・325経営体・ア26ア牧甲網ヒビ数て
 ある。前年度にくらべ経営体数は8体減であるが、網ピピ数では903枚増加

 した。特に出水市で。)増加が目立っている。

第1表養殖施設数
      一■■■一■

      一`■一一■I一一一一一一一一一一'山水市一41i呈」一/・三.土I!、、ノI綱ヒビ数打蛍一一一I考一一一一'凹      `■一

      1`1枚5.2661点協と合併
      東町て・140
      1u一■「

      長島25-L←■100       一

      川内市2'153一20!150

      青瀬'一15

      合計325ア26733」

 *印一推定、その他は漁協報告による。



 2、採苗

 出水地区では早ダネとして10月2～3日に僅かに.建て込んだが10月12

 日川13日に本格的な採若が実施された。なお野口地区の天然採苗は10月下

 句に建て込まれた。鹿'児島湾地区・ては10月…ア～30日に野外人工採苗が実
 施された。

 採苗結.果は各地とも芽付きは良好で濃密すぎる傾向があった。

 3、養殖経過

 出水地区養殖ヒビの大半を占める県外(佐賀、福Flo、熊本)からの移植は

 /0月下旬に搬入され、その後は概して平・年並みの水温降下によって順一調な生

 育を示した。特に11月下句争=なってのノリの生長・ほ著しく、/1月2-1日か

 ら生産期に入った。川内地区下も1!月2ア日から摘採が始まった。
 鹿児.島湾地区では、垂水ダネの人士.採芭一ヒビが垂水、牛棋、岩本、喜入独場

 へ11月11日～/3日に移植された,垂水土1せ区と岩本、喜入坑区の一都では

 発芽不良のヒビもみられるが、昨年にくらべ全般的には生育良好で、12月下.

 句には生産期に入ると予想される。谷山地区では熊太.から12月上句にI移植さ

 れ、多少一むらはあるが生育が良・い。

 鹿児島,恋てのノリの生育状況をみると、ノリ生育魑の巾が狭く感じられ、、鹿

 児、島湾潮μ糞の水位でε0～110{〃附近て生育旺盛であった。120個以上

 の水位のヒビては生育カ噸めて雷く発芽不良、枯死といった状況がうか1一えた、

 ヨコワ曳縄漁況情報

(昭和41一年12月19日)

漁業部

 /九州近海各県、の本年度ヨコワ曳縄漁況

 11)日本海々区註()内は昨年比

島根県

 g月.』句(1句おくれ)から漁がみられ10,11.月には一時的な嬬漁

 もあったが、全般的には断続的た漁もようで好漁ではなかった。終漁が

 12月上句(昨年は10月中旬)で漁,獲は昨年よりや㌧上廻った。

山口県

 9月上旬(9月下句)からポツポツみえはじめたが、撫況は終始低調て
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(2

(3)

 10,11月の漁獲はn.5毛と昨年10月の8.7毛に及ばず12月に入り

 素寒託魚し武こ。

東支那海区

 長崎県I一・1・い`1''一一''
 対.馬では10月上旬(1週間早い)に漁がみられ初漁期に集一中的筒があ

 ったが持続せず、終漁は11月下句(1月早い)。

 漁獲は昨年並みで例年より.醇かった。

熊本県

 例年より早く10月下旬に漁がはじまり現在牛深には県内外船180隻

 により五.島～アジ曽根間、手・打～艇島間で1日ヨコワ1.5～2屯、ヵツォ

 1.5～1.6竜の水揚があり漁獲はμ年年の2～3倍で例年より好漁である〇

 五.島、顕近海のヵタクチ・⊃好諭が持統すれば当海域での終漁期はやLおく

 れるかも知れない二

大平洋海区

和歌山県

 10月下句(1ヶ月おそい)潮岬から田辺沖に出現したが後続群なく漁

 はとぎれた。.その後11月下句から断続的な漁で良い船で1隻10尾。漁

 獲は咋年よりかなり悪い。

徳島県

 11月下I句(2ヶ月おそい)に手り漁があったが、その後不振て獅獲は昨

 年のン…以下。
高知県

 9月下句から…1…iがあり、カツオ、シビに5～6一先の混至竺であったが、例

 年のよ弓1こ/0,11月の漁獲州.Llはなく11月末に終漁した。漁籔は例

 年より少なく、ヵツォ.,シビは好漁。

宮1崎県

 例年よりや㌧おくれ9月上句からカッォ、シイラに混獲されたが、例年

 のように10,11月の漁獲の山はなく、12月に八っても都井、、油津一沖

 では1隻5～6～と低調で満獲は咋年(好漁年)の1/10以下で例年より
 悪い。

鹿児.島県

 /2月9日(39年より1週間早い)から枕1崎港にまとまった水揚がみ

 られた。漁場は手打、腱.島間で12月14日までにヨコワ8.6屯、カツオ

 21.6屯(94隻)の水揚で黒.島北部でもポツポツみられている。

 以上のように太平洋海区の各県では初漁が昨年.亡りおくれ漁獲も昨年を下廻

 っているが、対馬暖流系て1は漁況はかなり複雑で、島根県で初漁がおくれ他は

 山口県以南では1週間程度'早く漁獲も鳥根、熊木県では昨年より上廻った。

 2漁獲量の経年変化

 薩南海域(叩島・～枕1崎沖合)の曳縄によるヨコワ水揚の最も易い枕崎港にお
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 ける経年変化をみれば(第1図)38,3.9年の春漁年に比べ一40年は不漁年
 となっており、漁獲の経年傾向からみれば本年は著しt・好転は期待できない。

 3I海況について(第2,3図)

 11)好漁年の39年は冬期から春期にかけて黄海域の南下熱力は例年より弱か
 ったが、黒潮本流域では例年より低目1こ経過し3月には九州沿岸水'の・張り出

 しも強かった。

 (2〕不漁年の40年は冬期の黒潮本流域や対.電暖流域では例年より高一目に経過
 し、黄海冷水の発達も弱く鷲南海域では例年より高目に経過してい走。
 以、上のように薩南海域(甑.島～枕崎沖合績)では漁期中沿岸水の張り出し

 が強く、例年より低目の唯が好漁になる可能性が大きいことがうかどえる。

 41年12月上旬の北トー1…海j三三では例年より,低目でこの海域では海況的には好
 条件であると.録わ:1一しる。

 4今後予想され一三,理工貢

 対馬暖流系の1…2の県で、昨年以、上1ハ漁獲がみられ漁期も延・長されている。

 聾I南海域への一南下群が対.馬暖流系南下群を主群とする前提にたてば産南海域で
 は昨年以、.Lの不漁は考一えられないた'ろう。又海況的1こも北確海填で1刀条件がよ

 く、五島、唖近海では換期の延長される可能性もあり水揚は多くなるととも予
 想されろが黒潮。'二1城が11月下句1''降高目に径≡侵していること㌧三=…冒I1沿.岸部で

 も今凄高目に転ずるという見高しから今・視的'1二1文.一1二⊥.一べ型にはならないだろr。

第1図  ヨコワ水場1≡弓一

枕崎港

第2図 表面水温平年偏差図

好漁年

不漁.年

一湊
丈島



第3図 海況図

6112.上句表層  4n.12.上句表層不漁年

 ろ912.上句表同好漁隼



漁場観測速報(11月分)

養殖部

 I旬別平均水温

       里水成川福山       観旬測地別最高最低1農高最低最高最低
       上22.1121.2221.?620.0822.8222.66

       申21.2?20.0420.8320.1922.1322.01

       191918.561ア8620.9920.ア3       三ド09月†均21.1020.2420.21193721.9821.80
       .一一I'一一

       前月.69一2.59一■一・一・L生       ■一

       前年.d6_1.72一1.ア6十0.29・吐
 ○各地区の水温は共に2.5～2.8℃程低くなってきているが、水温の下降は

 や』緩慢になってきたようである。

 ○里村の11月平均水温は20.24～21.10℃を示し、一前月に比して2.7

 ℃前舌低くなっており、また、前年同期と比較すると約5℃程・低目を呈して

 いる。

 ○水成川の11月平均水概は19ミ7～20.21℃で、前月よりも2.5川2.6

 ℃程低くなっている。昨年同期よりも1.アーC一種低く、他の地区よりも昨年と

 の.比較てや㌧大きな差がある。

 ○福山の平均水温は21.80川21.98℃で、前月よりも2.5℃低く、また

 昨年同期よりも。.己～n.9℃高くなっている。

 ○長崎海洋気象台12月上句の西日本海況旬報によると、黄海、東支那海の

 水温は全般に冷え込みもルなく、下降の速度はゆるやかになった。各狂域の

 水温を平年に比べると黒潮流域は?3～25℃で平年並みとなり、東海中部

 の陸棚Iまいくらか高目を示している。しかし黄海は、1℃前後低目を示してい

 る。今後もまたその状態は続く見込みて、大きい変化はたい見込みと1ηこと

 で・ある。

百漁況

 /、里村

 総撫嘩量は6.5{0佃て・魚種別には瀬魚が4,945切て全体の75名で

 大半を占め、次いでヒヲマサが800児gて12系、イセエビが540朽て8

 完などが主なものでちる。前月に比較すると1,910切の増獲になっており

 魚種別には瀬魚が1,735氏g、ヒラマサが510佃、イセエビが35切とい

 ずれも増築になっている。

 昨年の同期と比べると5,906切の減になっており、魚種別には、瀬魚が
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 5,310初一、イセエビが535切いずれも少なくなっているζとて1ある。

           句別上中下

           魚種有為日数延出漁船数漁獲量有為日数延出漁船数漁獲量有為日数延出漁船数漁獲量一漁.獲量計
           類魚8902.220ア811.9006548254.g45

           ヒラマサ57590111501260800

           イセェヒ34545861315350180ド0
           ミズイカ44105105

           キハダ

           サワラ1160⊥←十七1二」115050
           フカ

           計17143129.15161432ろ65161131.280ξ一560

 2、水成川

 。総漁獲11昼はア6?1畑て・.魚.荘亘別にはツキビガイカ:3.2.{5切で全体の43実

 を占めるのをはじめサバ2,273尺9で29完、イカ835杉で1.9毛一、瀬魚が

 452佃で6案.など1なっている,

 前月に比較すると総漁獲量で281切の増となっており、毒、種別1こ1主今月新

 たにツキビガイが加わり、前月にろ.000佃近い量を;水揚げしたハガツオが全

 く見られない、そ一也サパが151切、瀬.魚が55ミ約一の減獲となっている。

 また昨年同期に比して魚種別には瀬魚が301モ9、・イセェピが約3ア0杉の減

 獲になっているが、昨年水揚げがなかったサパ、ツキビガイが新たに加わって

           句別上中

           魚種有為1日数延出漁船数漁獲量有撫日数午、           盲パ424472.4

           イカ21926Z1623494.55/0アろ.1834.7

           獺.魚743203.55212-8.2、、、一
           ムロアジ11162』コ162.0

           イモエピ113.056483691Z068.芦

           イ21435.36.1

           'キ・ヒガイ65ヨ2,350.9312884.03,264.9

           の他961314.4624125.942089953口.2

           計312153.67ア4ワ911{2ろ12.ア1956.630.8ア^9n.9



 いるので、総漁雅量て6,300佃の増堕となっている。

 大口養.魚、場業務機一要(11月分)

 大口雅、魚場

 !、概

 にします1荘魚の供給もほ史計画どおり進行しており食用マスの沽粟も逐次増
 加の傾向にある。

 12月からはにじますの採卵期になるが、今年は一親酒、養成池が排水不良から高
 水温どたり、イカリムシ、チョウの外部寄生虫が附着し、親魚が疲弊した』め

 卵の成熟;こ影響があった1ηテーはないかと考えられる。

 2、飼育概況

    11.弓!口

    ,魚種名推定f1一司育教生二上一。Il・・ホこ;∴■月。河1、、、・舳烈479ポ1
    一・・一i'・一・

    尾P
    親マス侯補■."J5㌧
    親マス412軸1     十尾一12
    稚コ.イi一二1228.9r0唱11ろ.C〕0尾115.950
    ■'一■一中0一一

    親コ.イ.18書1r尾188

 3、、給餌の概要

 餌料名魚種名'稚マス食服蹄親マス稚コイ親コイi
 鱒用κ・。。。佃
 〃花4切

5ア0120

 〃ノ石5

20

切

1,004コ86

餌

止

め

餌

止

め
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 4,11月の平均水温C用水路)

 月の鍛蒲 1-1月18日 14.3℃

 月の最低 11月27日 8.ゾC



定置観測 (11月分)

養殖部

 旬別平均水温・比重(満潮時・.表面)

水 温

 句＼本年前句占
 上;21.55-0.ア8

℃

重

年前句差市年同期差

 十0.14■十06引

十0.01+0.30

+0.ろ3

 +1〕一54=

比

 ば↓、ll
 前年同期差」平年差!≡本

'0.2

+n.ろ

 一1帆一…一…L匹1
 一。。二丁川。1。口。。;

睾年,■

 十〇.ア0

水 温

 1り～22℃の範囲で変動し、平年にくらべ上旬はやL低め、中旬は平年並、

 下句は低めとなった。月平均水温は2口.6℃で、前月平均より2.5C降下し、

 前年同期とは0.2℃、平年水温とは0.4℃それそれ低;bを示した。

比重

 26～2アと安定した高かんが携いている。月平均比重は26.アで、前月よ

 り口.6、前年同則よ一コ0.5、平年値よリ0.7それそれ一高めであった回

 1/月の水温・比重

水温

本年

平年

比.重



奄美短信

 先月末までセミの声が聞かれやはり歯周有美は僻いとありがたがっていました

 が、自然の才之如何せん12月ともなればめっきり冷えこみ1.L1野の草太も黄葉し、
 庭先に着ぶくれテ.ツチ(ウグイスの子)の群が見ら.≡、、本格的冬の寒波が身にし

 みるよrになりました。又世はまさに歳末景気で田舎町らしい小さな規模で売出

 し宣伝重が走り、クリスマスのジング〃べ〃の音も聞かれ、年の瀬を一層慌た甘

 しくしているよって・す。

 さて布美郡.島は基幹産業である砂糖キビの刈取りに懸命で大型小型頓精工場・も

 フ〃唾転に入り、台風災害もなく生産高も去年を上廻る増産とフ)・聞き、昨年もめ

 たキビ側i一烙問題も話題とならない蝿作の膜様コ又正月をi1=日近かにひかえ大.畠紬二[

 」易の機織の音も景気良く」首反に拍周一をかけ生唾もぐんと上り、産業の位置付を変

 えるような勢いであり、機織おぱさんや娘さん方もく.んとハイカラになり先進地

 紡績なみ?になりそんしよそこらn働きのない男達は顔負けする・よrな繁忙ぶり

 であります。

 それにひきかえ漁業界のみ、冬に入り自然の脅威季節風の連続通.過、時化にて

 出漁も制限され漁獲もく'んと低下する時・湖ともなり全く以って.島の漁業不振に拍

 車をかける要因ともなり、之が打開策に腐心している人々の多い三111セ.書いあわせ

 張切らざるを得ませんが、沿岸11竈業一の難かしさをいやと言『程身近に感じる年一の

 一暮ともなりました。

 ど『そ皆様よきお正月をお迎え下さいませ。

(M,S)

業務概況

 §本場

1調査部1
 *41年度・ハマチ養成試験結果とりまとめ

 12月1日の定期魚体測定をもって今年のハマチ養成就殊は終了したので

 養成、魚肉、餌料成分、血液性状、組織の各項目について試.験結果とりまと

 め申。(担当者畠山,上田.九万田.弟子丸,荒牧)



*第3回殿粉工場廃液調査

 肝付川のI弔扮工場は12月上句をもって摺込み年業は終ったが、定期調査と
 して生物検定(コイ、ウナギ)並びに水質、底質調査を行なった。現在資料分
 析申。(担当者上田.弟一子丸)

*雑食性魚柄等料研究中間報告会議
 一1年12月8.q日愛媛県宇和島市に於いて水産庁主催「ハマチ餌料研究

 報告会」に担当者2名出席。(出席者弟子丸・荒牧)

重
 ノリ妻1董莉直ナ旨導…

 12月1～3日米ノ津漁協

12月12日指宿市岩本舳協

(担当着新村)

 ノリ三{戸直≡式曜灸

 前月に引続いて晶睡別化校、遮・光比校試験を月間実施中。
 12月2/.23日生産量調査のため摘採、抄製作業。

(担当者新村.椎原)

 ワカメ;葉タ直書式験〕皮ひ字……壬撞→量華韮

 12月1～3日.'.与町

 /2月7～8日久根占町■

12月9日谷山市

(担当者瀬戸口)

 プ'ラングドン分埠〒I

 湾・内真珠漁場調査〔採集プランクトンについて検鏡中。

 (担当堵・瀬戸口)

 フジツボ町ラF余女f`策言周査

12月1.2,19日福山地先

 11月30日.12月1.q日章ケ水地先

(相当者一前田)

 クロチョウ病貝I試験

 1ワ月1ヨ.14日坊ノ津町坊泊

(担当者.蛭田)

 アワビ税苗化試験

 1/月18日と26日に温度誘発して得た幼生を飼育槽別、餌料種別に室内

 で飼育中であったが、12月9日、20日にはこの中の140個を桜.島水族館

 外池に移し、5后ビーカーでの垂下飼育を試みることにした。

 12月ワ6日現在最大殻長2.7欄で、第一呼水孔の形成がみられるものが観察

 される。生残数め万単位.で目下計数中。

(相当者山口)
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製造部
 *ハマチ=[制(1?月一1日～19日)

 新設1榊理室の大一『.処理一試喰を兼ね、調否部人工自耳料飼育のハマチを原料とす

 る冷r制品を試作した。(担当者靱壱邦全目)
 *月日見辛白亨責、タイ・浜一生尭書ff乍

 価格維持対策とし、漁村向師易加工.法としての上言H制品を試作堆討した。
(担当者藤田,=木之下,外)

*出張

`1)加工講習会

 川内市漁端の車請により漁協婦人・都、煮干加工.業者を対策とする加工誰習

 会を突'怖。(利一当者石神。木之下)

 「フ)土産吊対残関係

 先棉地技術調査1左世保(担当者蒔「])

 一〔屯….昌明テ……{友イ荷十音馬手旨牙吉↓庖区'(〃7i芋申)

 〃〃霧.息j助区(〃是校)

漁業部
*かもめ

 1'1.『2一日～12日・日

 第11'1ぺj111.1一(別当者」」」

 1ク月5日～o己

 志布.削青大型魚'・{!、調査(担当者徳留)

 12'一I12臼一一・!o臼

.一架

*照南丸

 /?月1口～8臼

 ■徳留)

 12月16日～?5ヨ

 角群:一1査(宇治～「;,弟～佐多岬近海)(桐当者 竹下)

 §大島分場

1漁業係
*11月中句大,島海1侠海洋棚則

 *噸肩内地区ムロー敦構及ぴ小型旋1 縮漁業は時化の連綿.て・出沌出来ず。

養殖係
 *マヘ稚貝育成～第2回(11月14日)範坤え(サラン碓)計1,715個

 (SL?8～13努平均196殆、S冨12～5㌶平均92%)、第1回目

 (1,974個)からの歩留りは8ア%で当初(2,418個)からの赤留りは
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 71%である。

製造係
 *青ムロ加工試唆。

 *ウ=液壬11用書生珂食。

 *かび何一試験、5区分に分け誠一蛮中。

 *11月ウ=卵一設分析「

 §大口養.魚場

*農村文化祭内水面講業展示(11月4日川6日)

 高尾野町で開かれ、県の展示で漁業展は内水而に関係が深いところ力・ら、

 今年始めて内水一面の賓示を行なった。

(担当者小山.児.鳴)

 *九州・山口各県水試連絡協・商会淡水増殖分科会開催(11月8日～9日)

 当場が当番県として指宿市て開催し、・各県の間で内水面独業について真剣

 な討1蔀がなされた。(出席'着水流,小山,児.島,丁野)

*(11月18日)

 宮ゾ城冨丁の養.鯉.業者の指埠を行ro

 (担当者,児.島、下野・)

 ・*試験研究

 ヒメマスの増殖試論

 淡水研日光支所から宮崎1j1↓小林養魚場及ぴ当場あて珊!万粒が11黄られたの
 で、高'温一性C15～18℃)について試碓を行r。
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